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光の反射を調べるため、次の実験1～実験3を行った。

（実験1）

（実験2）

図2のように、美咲さんは、壁にとりつけられた平らな鏡の前に立ち、鏡の下の端を見た。 　

（実験3）

★★★ □ (1) 実験1で光源装置から出た光が鏡アと鏡イで反射して進む道すじを解答欄の図にかきなさい。

★★★★ □ (2)

★★★★★ □ (3)

図1は、光源装置から出た光が、鏡ア鏡イで反射して進んでいくようすを説明するためのものである。 

図3のように、厚紙の上に垂直に立てた鏡Ａに対し平行に10.0ｃｍ離して、反射面が向かい合うように鏡
Ｂを置いた。図2の厚紙の上の点Ｘを通った光源装置の光は、鏡Ａ、鏡Ｂの順に反射し、再び鏡Ａで反
射した後、点Ｘから30.0ｃｍ離れた厚紙の上の点Ｙを通った。

実験2のとき美咲さんには、鏡の下の端に、自分のからだのどの部分がうつって見えると考えられる
か。図2中のア～エのうち、最も適当なものを一つ選んで、その記号を書け。

実験3のとき、光源装置の光が鏡Ａに最初に当たった点と再び鏡Aに当たった点との間の距離は何ｃｍ
か。ただし、点Ｘ、Ｙは鏡Ｂの反射面と厚紙が接している直線上にある。
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　空気と水の境界面での光の屈折を調べるため、次の実験1と実験2を行った。

（実験1）

（実験2）

③　次に、容器の中に少しずつ水を注ぎながら点Ｒの位置から容器の底を観察した。

★★ □ (1)

★★★ □ (2) 実験1で天井にあたるレーザー光の位置として、最も適当なものをa～ｄから一つ選び、記号で答えなさい。

★★★★ □ (3)

　ア　図のＡの方向へ移動する。　　　　　　　　　　　　イ　図のＢの方向へ移動する。

　ウ　レーザー光が天井まで届かなくなる。　　　　　　エ　変化しない。

★ □ (4)

★★★★★ □ (5)

　 　ア　a         　  イ　b    　  　 　　ウ　c　　　   　　エ　d

図4のように、透明な水そうに水を入れ、レーザー光を水中から空気中へと進めた。なお、図中の
実線の矢印は、水中でのレーザー光の進み方を模式的に示したものである。

実験2の②では水位がある高さをこえたところで容器の底の点Ｑがうかんで見えた。容器の底の点Ｑ
がうかんで見えるようになったのは、水位が図3のa～ｄまでのどの高さをこえてからか。最も適当なも
のを、下のアからエまでの中から選んで、その記号を書きなさい。ただし、図3は、円筒形の容器と点
Ｑ、点Ｒを真横からみたものであり、マス目は正方形である。

①空気中から水面上の点Ｐに向けて、細い光を斜めに入射させた。このときの空気中を
　進む光と屈折して水中を進む光について、その道筋の一部をマス目が正方形の方眼紙（グラフ用紙）
　に記録した（図5参照）。

②　図6のように、底面の中心に印（点Ｑ）をつけた円筒形の容器を用意し、この容器の斜め上の位置
　(点Ｒ）から容器の底を観察した。このとき、容器の底の点Ｑは見えなかった。

実験1でレーザー光の入射角を表しているものとして、最も適当なものを、図のア～エからひとつ選び、
記号で答えなさい。

実験1で水を加えて水そう内の水量を静かに増やしていくと、天井にあたるレーザー光の位置は、問2
で答えた位置と比べてどうなると考えられるか。最も適当なものを、次のア～エからひとつ選び、記号
で答えなさい。

実験1で図で、入射角を変えていくと、ある角度の範囲では水中から空気中へまったくレーザー光が
出なくなる。このような現象を何というか。
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